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平 成 ２ ８ 年 度 事 業 報 告 

（平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで） 

 

Ⅰ 当法人の概況 

１ 役員に関する事項 

（１） 理事及び監事に関する事項 

理 事 

  定 数 ９人以上１３人以内（会長、副会長及び専務理事を含む） 

任 期 選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時評議員会 

の終結の時まで 

  現在数 常勤１人、非常勤１０人、計１１人 

監 事 

  定 数 ２人 

任 期 選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時評議員会

の終結の時まで 

 現在数 常勤なし、非常勤２人、計２人 

（平成２９年３月３１日現在） 

職 名 氏 名 任期 
常勤 

非常勤 
報酬等 所属 

会 長 佐々木亮子 

H27.6.26～ 

平成29年度定時評議員会

終結の時まで 

非常勤 なし 
（有）アールズセミナー 

代表 

副会長 山谷敬三郎 〃 〃 〃 北翔大学副学長 

理 事 倉賀野弘行 

H28.6.21～ 

平成29年度定時評議員会

終結の時まで 

〃 〃 
北海道中学校長会 

幹事 

〃 森 政徒 

H27.6.26～ 

平成29年度定時評議員会

終結の時まで 

〃 〃 
北海道ＰＴＡ連合会 

副会長 

〃 猪股 大輔 

H28.6.21～ 

平成29年度定時評議員会

終結の時まで 

〃 〃 
北海道青年団体協議会

会長 

〃 野原 宏 〃 〃 〃 
北海道商工会連合会 

総務部長 

〃 近藤 浩 

H27.6.26～ 

平成29年度定時評議員会

終結の時まで 

〃 〃 
北海道新聞社 

編集局生活部長 
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職 名 氏 名 任期 
常勤 

非常勤 
報酬等 所属 

理 事 大石 春雄 

H27.6.26～ 

平成29年度定時評議員会

終結の時まで 

非常勤 なし 
札幌市青少年育成委員会  

連絡協議会副議長 

〃 荒木関 栄 〃 〃 〃 
旭川市青少年育成部 

連絡協議会会長 

〃 池田 秀幸 〃 〃 〃 
空知管内青少年育成 

運動推進指導員会会長 

専務理事 濱口登代喜 〃 常勤 〃 
北海道青少年育成協会 

事務局長 

監 事 西村 俊二 

H25.4.1～ 

平成 29年度定時評議員会

終結の時まで 

非常勤 〃 税理士 

〃 岡田 正樹 〃 〃 〃 
札幌日本大学学園 

常任理事 

 

（２） 評議員に関する事項 

定 数 ９人以上１３人以内 

任 期 選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時評議員会の 

終結の時まで 

現在数 常勤なし、非常勤１１人、計１１人 

（平成２９年３月３１日現在） 

職 名 氏 名 任期 
常勤 

非常勤 
報酬等 所属 

評議員 谷坂 常年 

H28.6.21～ 

平成 29年度定時評議員会

終結の時まで 

非常勤 なし 北海道高等学校長協会 

〃 大石 幸志 〃 〃 〃 
北海道小学校長会 

事務局幹事 

〃 横山 直満 

H25.4.1～ 

平成 29年度定時評議員会

終結の時まで 

〃 〃 
学識経験者 

（前北海道市長会事務局長） 
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職 名 氏 名 任期 
常勤 

非常勤 
報酬等 所属 

評議員 山内 康弘 

H25.6.20～ 

平成 29年度定時評議員会

終結の時まで 

非常勤 なし 
北海道町村会 

事務局長 

〃 木村 謙治 

H27.6.26～ 

平成 29年度定時評議員会

終結の時まで 

〃 〃 
北海道子ども会育成連合会  

常務理事兼事務局長 

〃 扇間 康弘 

H26.6.20～ 

平成 29年度定時評議員会

終結の時まで 

〃 〃 

日本ボーイスカウト 

北海道連盟 

副理事長 

〃 林  光彦 

H25.6.20～ 

平成 29年度定時評議員会

終結の時まで 

〃 〃 
北海道社会福祉協議会

常務理事 

〃 時田 昭子 

H25.4.1～ 

平成 29年度定時評議員会

終結の時まで 

〃 〃 
北海道女性団体連絡協議会

副会長 

〃 菅原 光宏 〃 〃 〃 
北海道経済連合会 

理事事務局長 

〃 浅野 正昭 

H26.6.20～ 

平成 29年度定時評議員会

終結の時まで 

〃 〃 

北海道農業協同組合中央会

営農指導支援センター

センター長 

〃 稲垣 利彰 

H25.4.1～ 

平成 29年度定時評議員会

終結の時まで 

〃 〃 
札幌家庭裁判所 

家事調停委員 

 

２ 賛助会員に関する事項 

（平成２９年３月３１日現在） 

種  類 前年度末 当年度末 増  減 

普通賛助会員 個人 ５６ 人 ５８ 人 ２ 人 

普通賛助会員 青少年関係団体 ５３ 団体 ５３ 団体 ０ 団体 

特別賛助会員 １４８ 団体 １４８ 団体 ０ 団体 

合  計 ２５７ 人・団体 ２５９ 人・団体 ２ 人・団体 
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３ 職員に関する事項 

現在数 ６名 

（平成２９年３月３１日現在） 

役職 氏名 常勤・非常勤の別 

事務局次長 遠藤  善彦 常勤 

主 任 竹本  郁子 〃 

主 事 福田  拓哉 〃 

専門指導員 千葉  祐一 〃 

嘱 託 上杉 絵巳子 〃 

嘱 託 鐙  重信 〃 

 

Ⅱ 事業に関する事項 

１ 平成２８年度事業の実施状況 

別添のとおり 

 

２ 役員会等に関する事項 

（１） 理事会 

開催年月日 決議事項 結果 

平成 28 年６月３日 ①平成２７年度事業報告について 

②平成２７年度収支決算について（監査報告） 

③評議員会の開催及び目的である事項について 

承認 

承認 

承認 

平成 29年３月 16日 

 

 

 

①平成２９年度活動方針及び事業計画（案）について 

②平成２９年度予算（案）について 

③資金調達及び設備投資の見込みについて 

④平成２９年度資金管理運用執行方針及び計画（案）について 

承認 

承認 

承認 

承認 

（２） 評議員会 

開催年月日 決議事項 結果 

平成 28年６月 21日 ①平成２７年度収支決算について 

②理事の補充選任について 

③評議員の補充選任について 

承認 

承認 

承認 
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（３） 基金管理運営委員会 

開催年月日 内  容 

平成 28 年８月４日 ・平成２７年度北海道青少年基金事業実績及び収支決算について 

・平成２８年度北海道青少年基金運用益交付団体の決定について 

・平成２８年度「青少年団体・グループ及び青少年顕彰」の決定について 

平成 29 年３月３日 ・北海道青少年基金の造成現況について 

・北海道青少年基金運用益の交付・顕彰現況について 

・平成２９年度北海道青少年基金事業計画（案）について 

 

３ 所官庁への届出事項 

届出年月日 届出事項 

平成 28年６月 24日 平成２７年度事業状況報告等の提出 

平成 28年７月 14日 理事・評議員変更の届出 

平成 29年３月 23日 平成２９年度事業計画等の提出 

 

４ 行政機関から受けた監督上の処分又は指導に関する事項 

検査年月日 検査内容 処分または指導 

平成 28年４月 14日 
平成２７年度補助金事業実績報告に係る現地調査 

（道環境生活部） 
なし 

 

５ 事業報告の付属明細書 

 「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条第３項に規定する付属

明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」に該当すると思われる事項は特にありませ

ん。 
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Ⅱ－１．平成２８年度事業の実施状況 
 

近年、青少年の育成を取り巻く状況は、いじめや不登校、児童虐待、有害情報の氾濫と少

年の被害、ニートなど若者の社会的自立の遅れ、少年による重大事件の発生など、憂慮すべ

き様々な問題が生じており、行政や関係団体、企業、ＮＰＯなど様々な立場からの連携した

取り組みが求められております。 

 このため、当協会は、平成２８年度においても北海道や関係機関・団体等と密接に連携し、

青少年の健全育成のため、各般の事業の推進に努めました。 

 平成２８年度における事業の実施状況は、次のとおりです。 

 

事  業  名 事  業  の  概  要 備 考 

１．青少年育成住民 

  運動促進事業 

運動を効果的に推進するため、全道に青少年育成運動推進指導員

を配置し、関係者との合同会議を開催するなどして、地域での青少

年育成運動についての共通理解を深めるとともに、関係団体の連携

による地域ぐるみの運動の促進に努めた。 

 

 

 

 (1)北海道青少年

育成運動推進

指導員の配置 

 

 

 

 

 

○定 員 ２３８人 

（内訳） 

(総合)振興局(青少年指導員)、教育局(社会教育主事) 

   (総合)振興局管内（青年代表）各１人 

  札幌市１０人、旭川市･函館市は各３人 

  小樽市･苫小牧市･帯広市･釧路市は各２人 

  その他の市及び町村各１人 

 ○活 動 (１)青少年育成運動(地域行事・活動に参加) 

(２)地域団体等の事業を実施 

(３)非行防止、環境浄化(巡回パトロールなど) 

(４)行政との連携(市町村行事等に参加) 

(５)当協会の事業推進(地域住民に情報提供など) 

 

 

 

 

(2)青少年育成地

域合同会議の

開催（北海道と

の共催） 

全道１４箇所(各(総合)振興局)で開催し、青少年育成運動推進指

導員や市町村青少年行政担当者等が出席した。 

○期 日 平成２８年５月１１日（水）～ ６月２７日（月） 

○会 場 各(総合)振興局単位（１４会場） 

○対 象 (１)青少年育成運動推進指導員 

(２)市町村青少年行政担当者 

(３)青少年育成市町村民会議関係者 

○参加者 ４０１名（総計） 

○内 容 (１)平成２８年度青少年育成施策の推進について 

     (２)少年非行の概況について 

(３)平成２８年度活動方針及び事業計画について 

(４)北海道青少年基金の運用等について     

      (５)意見交換 
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事  業  名 事  業  の  概  要 備 考 

 (3)市町村民会議 

等の連携強化 

地域における運動の中核である青少年育成市町村民会議（現在 

６８市町村設置）の活動状況を把握したほか、未設置市町村に対し

ては結成促進に努めた。また、市町村民会議等への啓発資材の配付

や機関誌等による情報提供を行い、地域の連携の強化や運動の支援

を図った。 

○活動状況の把握 

平成２７年度活動状況を取りまとめ、当協会ホームページに全 

市町村民会議の活動状況を掲載したほか、協会機関誌において、 

次の市町村民会議の活動内容を紹介した。 

・当麻町青少年健全育成ネットワーク推進委員会 

・利尻富士町青少年健全育成町民会議 

・鶴居村青少年健全育成協議会 

○結成要請（現地）北斗市、豊富町、津別町 

 

(4)青少年問題を 

考える地域懇 

話会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年に関する諸問題について学識経験者と地域の活動指導者

等による懇話会を市町村民会議との共催により、前年度と同様２回

開催した。関係者の参加により、地域の現状や課題解決の方策等に

ついて、活発な意見交換が行われた。 

（遠別町開催） 

○期 日 平成２８年１１月１９日（土） 

○場 所 遠別町生涯学習センター ２階 視聴覚室 

○共 催 遠別町青少年育成委員連絡協議会 

○テーマ「子どもたちの豊かな心を育てるために」 

～青少年育成指導者のスキルアップをめざして～ 

○参加者 地元青少年育成関係者 １７名 

○出席者 

   話題提供：北海道教育庁生涯学習推進局生涯学習課  

ネイパル深川グループ社会教育主幹 

薄葉  康 

話題：「子どもたちの豊かな心を育てるために」 

コーディネーター 

北海道教育庁留萌教育局教育支援課 

社会教育指導班主査 爲広 千里 

（北見市開催） 

○期 日 平成２９年２月８日（水） 

○場 所 北見市民会館 小ホール 

○共 催 北見市青少年健全育成推進会 

きたみ地域子ども会育成連絡協議会 

○テーマ「地域で子どもを守り育てよう」 

 ～実践するために大人ができること～ 

○参加者 地元青少年育成関係者 ８５名 
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事  業  名 事  業  の  概  要 備 考 

  ○出席者 

話題提供：ＮＰＯ法人学校の底力理事長  岩岡 勝人 

話題：「絆ネットでいじめ自殺のない社会の実現を」 

   コーディネーター 

北海道教育庁オホーツク教育局教育支援課 

社会教育指導班主査 風間 直樹 

 

２．青少年を育成する

環境づくり推進事

業 

青少年の健全な育成について､社会全体が取り組む環境づくりを

進めるため､北海道青少年育成大会や活性化研究協議会などの関連

事業を開催し､青少年問題についての共通理解を深めた｡ 

 

 

 (1)明るい家庭づ 

くり道民運動 

の推進 

 本運動をより一層推進するため、「道民家庭の日」イメージキャ

ラクター(ほーほーくん)を活用し、民間企業や関係機関等が主催す

る各種イベントに参加するなど普及活動を行ったほか、「道民家庭

の日」啓発資料（資材）を市町村等の関係機関・団体に作成配付し

、普及啓発を図った。 

また、各種啓発活動等を通じ「家族ふれあい優待制度」協賛店・

施設の拡大に努めた結果、道内大手スーパーマーケットが加入した

ことにより、協賛店・施設の数が大きく増加した。 

さらに、「道民家庭の日」絵画コンクールと併せ、創立５０周年

記念事業として「道民家庭の日」写真コンクールを実施し、全道の

小中学生や道民への応募の呼びかけや、道庁ロビー等における入賞

作品展の開催により、「道民家庭の日」の普及啓発に努めた。 

○「道民家庭の日」普及促進に伴う各種イベントへの参加 

（「サッポロビール☆道産子感謝Day」） 

・期 日 平成２８年７月２日（土） 

・場 所 サッポロファクトリー アトリウム 

・内 容 ご当地キャラクタークイズ大会、広報宣伝PR等 

（「木育フェア」in アリオ札幌） 

・期 日 平成２８年７月１３日(水)～１４日(木) 

・場 所 アリオ札幌 ２階フードコート横 

・内 容 「道民家庭の日」ぬりえ広場、じゃんけん大会等 

（THEサッポロビヤガーデンふるさと応援PRステージ） 

・期 日 平成２８年８月８日（月） 

・場 所 大通公園８丁目会場（サッポロビール主催） 

・内 容 「道民家庭の日」クイズ大会、広報宣伝PR等 

 

○「道民家庭の日」街頭啓発活動（道、道警、道教委と共催） 

 ・実施日時 平成２８年４月～１１月（月１回／延べ８回） 

 ・実施場所 札幌駅西口コンコース 

  ・配付資材「道民家庭の日」啓発ポケットティッシュ及び 

リーフレット       総計 ９，０００個 
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事  業  名 事  業  の  概  要 備 考 

  ○「道民家庭の日」啓発資料等の作成・配付等 

 各市町村や全道の小中学校、児童館、関係機関・団体などに配

付したほか、各種事業やイベント等で活用し啓発に努めた。 

《作成・配布内容》リーフレット（85,000部)、ポスター(3,000部)

メモ帳(5,000部)、ポケットティッシュ(30,000個)、クリアファイ

ル(5,000部)、自由帳(5,000部)、ペーパークラフト(5,000部)など 
 
○家族ふれあい優待制度の普及促進 

各市町村や推進指導員に情報提供や協力依頼をしたほか、民間 

企業等が主催する各種イベントへの参加や啓発活動において協 

賛協力等のPR活動に努めた結果、新たに８４ヶ所加入し、協賛 

店・施設の数が大きく増加した。 

《協賛店・施設》ホテル・旅館、飲食店、博物館・水族館、テー 

マパーク､果樹園､ボウリング場､スーパー・商店､キャンプ場など

              計 ４５０ヶ所（前年度３６６ヶ所） 
 

○「道民家庭の日」絵画コンクール２０１６の実施 

全道の小・中学校児童生徒の応募原画の中から審査により入選

作品を決定し表彰するとともに､入賞作品展を開催した。   

              （応募総数：４８校／４３０点） 

・最優秀賞  ２点（賞状、盾） 

《小学校の部》 

受賞者：北広島市立東部小学校２年 田谷内 椋蘭 

題 名：｢キャンプで花火｣ 

《中学校の部》 

受賞者：北斗市立上磯中学校３年  西村 奈扇 

題 名：｢お父さんと一緒に｣ 

・優秀賞   ４点（賞状、盾） 

・優良賞   ６点（賞状、盾） 

・佳  作  ２４点（賞状） 

・学校賞   ４校（賞状） 

【絵画コンクール入賞作品展の開催】 

・道庁１階「道民ホールA」（入場者数：２０７名） 

（平成２８年１１月１７日～１８日） 

・札幌駅前通地下広場   （入場者数：２３６名） 

（平成２９年 １月１６日） 

・各総合振興局・振興局庁舎 

  （平成２８年１２月 ５日～１２日／日高） 

（平成２８年１２月１９日～２２日／胆振） 

（平成２９年 １月２３日～２７日／宗谷） 

（平成２９年 ２月１３日～１７日／渡島） 

（平成２９年 ２月２１日～２４日／十勝） 

（平成２９年 ３月 ６日～１０日／オホーツク） 
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事  業  名 事  業  の  概  要 備 考 

 (2)青少年を非行

・被害から守る

環境づくりの推

進 

７月の｢青少年の非行・被害防止全国強調月間｣、｢青少年の非行

防止道民総ぐるみ運動強調月間｣の一環として関係団体と街頭啓発

活動を実施したほか、関連事業と連動させながら、非行防止のため

の諸活動を推進した。 

○関係団体と協力した街頭啓発活動等の実施 

「夏・冬の暴力追放運動」街頭啓発活動 

・共  催 公益財団法人北海道暴力追放センター 

・日  時 平成２８年７月～８月（４日間／延べ４回） 

平成２８年１２月中 （５日間／延べ５回） 

・実施場所 地下鉄駅前等（札幌市内） 

・配付資材「道民家庭の日」啓発ポケットティッシュ及び 

リーフレット、メモ帳   総計 １，０００個 

また、７月の強調月間での街頭啓発等に係る啓発資材として、

「道民家庭の日」ポケットティッシュを各(総合)振興局に配付

し、非行防止活動の一層の推進に努めた。 

・配付部数 ポケットティッシュ     計 １３，５００個 
 

○麻薬覚せい剤乱用防止キャンペーンビデオ｢DRUG｣の貸出 

麻薬覚せい剤乱用防止キャンペーン映画｢DRUG｣のビデオテー 

プの貸出について当協会ホームページで周知を図った。 
 

○未成年者の飲酒・喫煙防止活動の促進 

当協会のホームページに喫煙と健康の問題に関するサイトを 

設け啓発したほか、未成年者喫煙防止対策推進協議会に出席し、 

未成年者の喫煙防止活動の一層の充実を図った。 

 ・日 時 平成２８年１１月２４日（木） 

・場 所 かでる２・７ ６階６２０会議室 
 

○有害情報から青少年を守る活動の推進 

北海道や学校関係者、情報通信企業などにより構成する北海 

道青少年有害情報対策実行委員会などの一員として、インターネ 

ットや携帯電話による有害情報から青少年を守るため、各種啓発 

活動を進めた。 

 

(3)「大人が変わ 

れば、子どもも 

変わる」運動の 

推進 

啓発資料を市町村及び関係機関・団体等に配付したほか、当協会

が開催した各種大会等を通じ、運動の周知に努めた。 

（配付部数）「大人が変われば、子どもも変わる」 

啓発パンフレット １，０００部 

 

 (4)「北海道青少 

年のための200 

冊」の選定推奨 

○「北海道青少年のための２００冊」普及事業 

   北海道学校図書館協会、北海道読書推進運動協議会、各出版社 

の協力を得て、青少年の読書普及の一環として「北海道青少年の 
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事  業  名 事  業  の  概  要 備 考 

  ための２００冊」(平成２８年度版は、５０冊を更新)を選定し、 

図書目録や啓発ポスターを作成し、全道の幼稚園や小・中・高の 

学校など関係方面に配付するとともに、ホームページに掲載する 

など、良書の情報提供に努めた。 

（配付部数）・平成２８年度図書目録    １２，０００部 

      ・平成２８年度新選図書目録  １１，０００部 

・２００冊啓発ポスター     ２，９００部 

（協賛出版社）４２社 
 

○第２８回読書感想画中央コンクール・第３回全道コンクール 

北海道学校図書館協会、毎日新聞社の主催により対象図書とし 

て活用された。 
 

○第６２回青少年読書感想文全道コンクール・第４２回北海道 

指定図書読書感想文コンクール 

北海道学校図書館協会、毎日新聞社の主催により、「協会長賞 

(２名)」を贈呈し、青少年の読書の普及活動を支援した。 

 

(5)青少年育成関 

係団体懇談会 

の開催 

青少年育成関係団体・機関が一堂に会し、相互の団体活動の連携

協力や青少年健全育成の効果的な促進について情報交換を行った

ほか､話題提供により子ども会の現状を把握し､共通認識を深めた。 

○期 日  平成２９年２月１０日（金） 

○場 所  かでる２・７ １０階 １０５０会議室 

○参加団体 １４機関・団体 

○内 容 

・各団体活動状況報告、意見交換等 

・話題提供  

演題：「道内における子ども会の現状と課題」 

説明：一般社団法人北海道子ども会育成連合会 

常務理事・事務局長 木村 謙治 

 

(6)広報活動の推進 ○啓発資材の作成・配付 

「道民家庭の日」絵画コンクール入賞作品１２点による平成 

２９年カレンダーを作成し、市町村、小・中学校、関係機関・団 

体に配付し、青少年育成運動の普及促進に努めた。 

（配付部数）平成２９年カレンダー  ３，０００部 

○協会機関誌の発行 

協会の事業報告や関係機関の関連記事など、青少年育成運動 

の推進に対する理解と関心を高めるため、機関誌を年２回発行 

し、各総合振興局・振興局、市町村、関係機関・団体、賛助会員

等に配付し、広報啓発を行った。 

（配付部数） 協会機関誌「育む」  ２，５００部（各回） 
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事  業  名 事  業  の  概  要 備 考 

  ○講師派遣の実施 

(総合)振興局、市町村、育成団体等が開催する各種研修会に 

講師を派遣し、全道の青少年育成運動の現状と課題等について講

演を行った。    （派遣回数 ３回／総参加者 ２５２名） 

≪派遣場所≫ 

・北斗市指導員研修会及び第２回指導員会議 (参加者 37名) 

・後志管内青少年育成運動推進指導員協議会研修会(参加者 15名） 

・ちとせ青少年健全育成市民のつどい     (参加者 200名） 
 

○ホームページ・ＳＮＳの活用 

インターネットの特性を生かし、ホームページにおいて大会や 

研究協議会の開催予告及び結果、絵画コンクール作品募集等の 

記事や出版物の電子版を掲載したほか、ＳＮＳ(フェイスブッ 

ク)を活用し、若年層等への情報発信に努めた。 

 

３．社会参加促進事業 青少年の社会参加を促進するため、地域の青年が地域づくりに主

体的に参画し、その活動を通して地域活動の中核的な担い手として

成長することを促進するため「北海道青年活動元気づくりプロジェ

クト」事業を実施するとともに、青年の地域活動の活性化や地域間

の交流・ネットワークづくりを促進するため「青年活動元気づくり

実践セミナー」を開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 青少年の社会

参加・体験活動

等への支援 

（北海道青少年

基金事業） 

北海道青少年基金の充実を図るため、関係機関・団体等に対し募

金活動を行った。また、運用益事業では、青少年団体・グループに

助成し、青少年の社会参加活動を促進するとともに、他の模範とな

る青少年団体を顕彰した。 

≪募金活動≫ 

 ○各種団体に対し募金等の協力要請 

 ○新成人記念募金の協力要請 

○道職員に対し募金の協力要請 

 ○募金箱設置について協力要請 

○北海道青少年育成大会等での募金呼びかけ 

・基金造成実績 

  今年度募金等実績額       １４３万３，８７０円 

（年度当初予算額 １３０万円） 

基金累計額       ３億３，１０７万５，４５７円 

≪運用益交付等事業≫ 

 ○助成事業 

  交付申請団体数４３団体（一般） 

交付決定団体数４３団体 

 交付総額３２０万９，３１７円 
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事  業  名 事  業  の  概  要 備 考 

  ○顕彰事業 

 ・団体の部（推薦団体数：１団体 決定団体数：１団体） 

わっかない子どもミュージックサークルエンジェルボイス 

（稚内市） 

平成２８年９月１日開催の創立５０周年記念北海道青少年育 

成大会において、表彰状及び盾を贈呈した。 

 

(2)北海道青年活

動元気づくり

プロジェクト

事業の推進 

 

 

 

 

○「元気づくりプロジェクト」助成事業 

地域の青年団体・グループが行う地域の活性化活動に対し、交 

付金を交付し活動の推進を図った。 

（交付青年団体グループ名・事業名） 

・団体名：サタデースクール 

事業名：サタデースクール 

期 日：平成２８年７月１６日～平成２９年３月１３日 

   （毎週土曜日） 

 場 所：札幌市（札幌市アカシア若者活動センター） 

 参加者：３４８名 

・団体名：北見市青年団体－NEXT－ 

事業名：ふれあいアニマルランド 

期 日：平成２８年１１月６日（日） 

 場 所：北見市（サンドーム北見） 

 参加者：１，７２５名 

・団体名：特定非営利活動法人ezorock 

事業名：GREENDAY２０１７ 

期 日：平成２９年２月１１日（土）、１２日（日） 

 場 所：札幌市（市民活動プラザ星園） 

 参加者：約１５０名 

 

〇「青年活動元気づくり実践セミナー」の開催 

地域活動を行う青年に対し、活動の活性化のための課題や今後 

の進め方などの実践的なノウハウを学ぶとともに、地域間の青年 

のネットワークづくりを促進するため、一般財団法人北海道青年 

会館と共催し、実践セミナーを開催した。 

・期 日 平成２８年７月９日～１０日（２日間） 

・会 場 北海道青年会館（札幌市北６条西６丁目） 

・対 象 地域で活動している、又は活動を計画している者 

（概ね２０歳から４０歳までの者） 

・参加者 １１名 

・関係者 

（講師等） 

・株式会社ノースプロダクション代表取締役  近江 正隆 
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事  業  名 事  業  の  概  要 備 考 

  

 

・うらほろスタイル推進地域協議会 

地域教育コーディネーター 立野 里奈 

（指導・助言者） 

 ・北海道教育庁生涯学習推進局生涯学習課 

社会教育グループ主査  清水 秀紀 

・         〃            金澤 誠一 

・内 容 

（１日目） 

（１） 開会式、オリエンテーション 

（２） 講演 

演題：「青年活動が地域の未来をつくる」 

講師：株式会社ノースプロダクション 

代表取締役 近江 正隆 

（３） ワークショップ① 

・自己・活動紹介（団体･組織等の概要､活動内容） 

・アクティビティⅠ（個人ワーク､グループ協議） 

・アクティビティⅡ（グループ発表､全体協議） 

（２日目） 

（１） ワークショップ② 

・１日目の振り返り 

・企画ワークショップ（企画立案、個人フォロー等） 

・企画発表等（個人発表、全体総括） 

（２） 閉会式 

 

４．創立５０周年記念

事業の実施 

 

 当協会が昭和４１年に創立し、平成２８年で５０年を迎えたこと

から、今後、更なる発展のための一歩を踏み出すため、記念大会や

青少年育成運動功労者顕彰､記念誌の発行等､記念事業を実施した。 

 

 

 

 (1) 創立５０周年

記念北海道青

少年育成大会

の開催（北海道

、国立青少年教

育振興機構と 

の共催） 

 

 

当協会の創立５０周年を記念し、地域で活動している全道の青少

年育成関係者が一堂に会し、青少年育成運動功労者の顕彰や各表彰

式、また、記念講演や「少年の主張」全道大会を行い、次の５０年

を見据え、更なる発展のための一歩を踏み出すとともに、本道にお

ける青少年育成活動の一層の推進をアピールすることができた。 

○期 日 平成２８年９月１日（木） 

○場 所 道民活動センター（かでる２・７）ホール 

 ○参加者 青少年育成関係者 ４１０名 

○内 容 

・開会（主催者挨拶） 

・来賓祝辞 

・平成２８年度北海道社会貢献賞表彰式 

・平成２８年度北海道青少年基金事業顕彰表彰式 
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事  業  名 事  業  の  概  要 備 考 

  ・創立５０周年記念北海道青少年育成運動功労者等顕彰表彰式 

（推進指導員１７名､賛助会員８社･法人､基金募金団体９駐屯地･基地） 

・平成２８年度「少年の主張」全道大会発表、表彰 

（札幌市及び１４(総合)振興局地区代表）：１６人 

《最優秀賞》 

受賞者：(釧路代表)白糠町立庶路中学校３年  松橋 愛美 

テーマ：配慮の権利 

・記念講演 

演 題：｢これからの青少年教育の在り方 

 －青少年育成国民運動５０周年を迎えて－」 

講 師：明石 要一 

（千葉敬愛短期大学学長・千葉大学名誉教授） 

 

(2)青少年育成運 

動活性化研究 

協議会の開催 

（内閣府、北海 

道との共催に

より、平成２８

年度「北海道・

東北ブロック

研修会」を兼ね

て開催) 

 

 

道内や東北６県における青少年育成関係者やボランティアを対

象として、子供・若者育成支援の現状や課題、今後の支援や対策等

について共通理解や知識を深めるため、各テーマを設けた事例検討

会を開き、研究協議や意見交換等を行い、今後の子供・若者育成支

援や青少年育成運動についての共通理解を深めた。 

○期 日 平成２８年９月２日（金） 

○場 所 道民活動センター(かでる２・７)ホールほか 

○参加者 道内及び東北６県の青少年育成関係者 ２２８名 

○内 容 

・開会（主催者挨拶） 

・子供・若者育成支援施策について（内閣府説明） 

・事例検討会 

（第１分科会） 

テーマ：「若者による地域づくり」 

コーディネーター：函館市地域交流まちづくりセンター長 

             丸藤   競 

事例発表者：株式会社４７PLANNING 

代表取締役社長  鈴木 賢治 

（第２分科会） 

テーマ：「子供・若者の居場所」 

 

コーディネーター：NPO法人コミュニティワーク 

研究実践センター理事長  穴澤 義晴 

事例発表者：特定非営利活動法人With優代表   白石 祥和 

（第３分科会） 

テーマ：「困難を抱える子供・若者の支援」 

コーディネーター：(公財)さっぽろ青少年女性活動協会 

企画事業課若者支援担当課長  松田  考 

事例発表者：社会福祉法人わたげ福祉会理事長 秋田 敦子 
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事  業  名 事  業  の  概  要 備 考 

  （第４分科会） 

テーマ：「少年非行の新たな動向と対応」 

コーディネーター：北海道警察本部生活安全部少年課 

非行対策第一課長補佐  宮下 英昭 

事例発表者：秋田県教育庁生涯学習課社会教育・読書推進班 

社会教育主事  森川 勝栄 

・全体会 

各分科会報告（各分科会コーディネーター） 

 

(3)記念誌｢次代を 

育む｣の発行 

当協会のこれまでの組織や事業の変遷をたどり、後世に継承する

とともに、次代に向けた青少年育成のあり方などを内容とする記念

誌を発行し、関係機関・団体等に配付した。 

（配付部数）創立５０周年記念誌「次代を育む」   ５００部 

 

(4)｢道民家庭の日｣ 

写真コンクール 

の実施 

記念事業として、今後、一層の「道民家庭の日」普及促進につな

げるため、道民から家族の温かいふれあいやきずな等をテーマとし

た写真を募集し、入選作品を決定・表彰するとともに、絵画コンク

ールと併せて入賞作品展を開催した。   （応募総数：１８点） 

・最優秀賞  ２点（賞状、盾） 

《小中学校の部》 

受賞者：北広島市立東部中学校１年 須貝 梨麻 

 題 名：｢つまみぐい｣ 

《一般の部》 

受賞者：新冠町 西山 美幸 

 題 名：｢みんな一緒でうれしいな｣   

・優秀賞   ３点（賞状、盾等） 

・優良賞   ３点（賞状、盾等） 

 

５．国や中央団体等 

との連携 

 関係機関・団体の事業を共催により実施するとともに、関係団体

が実施した事業に協力した。 

 

 (1) 中央研修大会 

の参加 

（中央研修大会） 

○日 時 平成２８年１１月２８日（月）～２９日（火） 

 ○場 所 国立オリンピック記念青少年総合センター(東京都) 

 ○参加者 北海道青少年育成運動推進指導員等 ５名 

 

(2)｢少年の主張｣ 

全道大会 

北海道、国立青少年教育振興機構との共催により、｢少年の主張｣

全道大会を開催するとともに、発表内容を掲載した作品集を作成し

全道の中学校、市町村、関係機関等に配付したほか、ホームページ

及び機関誌に掲載した｡ 

（配付部数）「少年の主張」全道大会発表作品集 １，０００部 
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事  業  名 事  業  の  概  要 備 考 

(3)北海道児童館 

連絡協議会の事

務局業務の受託 

 

道内の児童館で構成する北海道児童館連絡協議会の事務局業務

を行った。 

（北海道児童館連絡協議会総会の開催） 

○日 時 平成２８年７月５日（火） 

○場 所 第一道通ビル３階小会議室 

 

(4)「日本の次世 

代リーダー養 

成塾」道内高 

等学校生の派 

遣事業に対す 

る協力 

本道の青少年の自立を促し、ボランティアや国際貢献、起業など

に取り組む意欲を向上させるため、次代の北海道を担う青少年育成

協議会の構成機関として協力した。 

 

 


